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共愛学園前橋国際大教授

村山 賢哉さん

ＯＺ 東京都千代田区

横山 全希さん
まさき

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
取
り
ま
と
め
、
配

信
す
る
動
画
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
案
し
た
。
対
面
授
業
が

制
限
さ
れ
た
大
学
で
急
増
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
動
画
を
社

会
に
還
元
し
、
活
用
す
る
ア
イ

デ
ア
だ
。

全
国
に
大
学
教
員
は

万
人

超
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
制

作
さ
れ
た
動
画
は

万
本
超
と

さ
れ
る
。
人
文
科
学
や
社
会
科

学
、
自
然
科
学
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
多
く
の
人
の
知
的
好
奇

心
を
刺
激
す
る
。

世
代
を
超
え
た
学
び
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
上
、
若
手
教
員
の

最
新
の
研
究
・
知
見
が
反
映
さ

れ
た
動
画
も
多
い
。
収
益
を
教

員
と
大
学
で
分
配
す
る
こ
と

で
、
結
果
的
に
学
生
に
も
還
元

さ
れ
る
。

村
山
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
意
義
を
強

調
。
「
学
び
は
全
て
の
世
代
に

大
切
な
こ
と
。
そ
れ
に
大
学
が

貢
献
で
き
れ
ば
幸
せ
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。

大学の授業動画 社会に

古
着
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
セ
ッ
ト
販
売
す
る
事
業
を
紹

介
し
た
。
流
行
を
反
映
し
た
組

み
合
わ
せ
や
著
名
人
の
着
こ
な

し
を
意
識
し
た
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

を
提
案
し
、
若
者
の
支
持
を
集

め
る
。
「
決
め
る
こ
と
が
苦
手

な
若
者
が
増
え
る
中
で
『
選
ば

な
く
て
い
い
購
入
体
験
』
を
届

け
た
い
」
と
話
す
。

伊
勢
崎
市
出
身
。
両
親
の
離

婚
を
機
に
都
内
の
高
校
に
進
学

し
、
「
自
分
で
食
べ
て
い
く
力

を
付
け
た
い
」
と
起
業
家
の
道

へ
。
い
く
つ
か
の
事
業
で
失
敗

し
た
後
、
２
０
２
１
年
に
Ｏ
Ｚ

を
設
立
し
た
。
古
着
市
場
の
拡

大
と
と
も
に
急
成
長
を
遂
げ
、

今
期
の
売
り
上
げ
は
１
億
円
を

超
え
る
見
通
し
だ
。

「
未
熟
で
失
敗
だ
ら
け
」
と

謙
虚
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら

も
、
熱
い
思
い
を
胸
に
抱
く
。

「
地
元
の
群
馬
を
拠
点
に

億

円
、
１
０
０
億
円
へ
と
成
長
し

た
い
」

古着販売に流行反映

県商工会議所連合会の金子昌彦会長 左

から表彰を受ける横山さん

前橋市の山本龍市長 左 から表彰を

受ける村山さん

平田郁美県教育長 左 から表彰を受ける市立

太田高の久保田さん 中央 と長瀬さん

企
業
が
自
社
へ
の
応
募
に
際

し
て
単
願
を
求
め
る
高
卒
採
用

の
「
１
人
１
社
制
」
に
よ
り
、

就
職
先
が
限
ら
れ
る
友
人
た
ち

の
悩
み
を
知
っ
た
。
就
職
を
希

望
す
る
高
校
生
を
募
り
、
採
用

企
業
に
代
わ
っ
て
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
や
社
員
か
ら
直
接
話
を
聞
く

機
会
を
つ
く
る
「
オ
ー
プ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
」
を
仲
介
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
企
画
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
高
校
生

は
求
人
票
で
は
分
か
ら
な
い
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
納
得

し
た
進
路
選
択
に
つ
な
が
る
。

企
業
に
と
っ
て
も
、
採
用
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。

高
校
１
年
時
に
Ｇ
Ｉ
Ａ
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
先
輩
を
見
て

同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
と

憧
れ
た

一
生
を
左
右
す
る
か

も
し
れ
な
い
就
活
に
悩
み
を
抱

え
る
人
も
多
い

い
ず
れ
は
悩

み
を
解
決
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
き
た
い

と
話
す

市立太田高３年

久保田美波さん
長瀬 華さん

ミスマッチ防ぐ就活支援

蚕
の
さ
な
ぎ

食
資
源
に

イノベーション部門 入賞

エリー 東京都中野区

梶栗 隆弘さん

群
馬
経
済
同
友
会
の
斎
藤
一
雄
代
表
幹
事

左

か
ら

表
彰
を
受
け
る
梶
栗
さ
ん

食
品
製
造
会
社
「
エ
リ
ー
」
は
、

蚕
の
さ
な
ぎ
を
新
た
な
食
資
源
と
位

置
付
け
て
肉
な
ど
の
代
替
品
に
加
工

し
て
い
る
。
発
表
で
は
地
域
と
連
携

し
て
原
料
の
蚕
を
確
保
す
る
「
エ
リ

ー
式
混
合
農
業
」
を
提
案
し
た
。

こ
れ
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
イ
モ
の
生
産

と
、
養
蚕
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
。

ま
ず
農
家
に
遊
休
農
地
を
使
っ
て
イ

モ
を
生
産
し
て
も
ら
う
。
同
時
に
そ

の
葉
を
食
べ
る
特
殊
な
蚕
を
空
き
家

な
ど
で
育
て
て
も
ら
い
、
で
き
た
繭

を
同
社
が
買
い
取
る
仕
組
み
だ
。

キ
ャ
ッ
サ
バ
イ
モ
は
不
良
環
境
に

強
く
て
栽
培
が
簡
単
だ
。
主
食
と
す

る
国
も
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
増

加
に
よ
っ
て
日
本
国
内
で
も
需
要
は

増
加
中
。
農
家
に
は
餌
と
な
る
葉
を

取
っ
た
後
に
販
売
し
、
収
益
を
上
げ

て
も
ら
う
。

こ
の
蚕
は
桑
を
食
べ
る
品
種
よ
り

も
丈
夫
で
飼
育
が
し
や
す
く
、
タ
ン

パ
ク
質
や
必
須
脂
肪
酸
も
豊
富
と
い

う
。
こ
の
二
つ
の
栽
培
と
飼
育
が
「
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
、
簡
単
に
」
で
き

る
と
紹
介
。
イ
モ
の
苗
と
蚕
種
、
栽

培
や
飼
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
提
供
す
る
。

代
替
タ
ン
パ
ク
質
を
食
品
事
業
の

ト
レ
ン
ド
と
読
み
、
２
０
１
８
年
に

事
業
を
開
始
。
品
種
改
良
の
技
術
が

あ
る
蚕
な
ら
世
界
的
に
戦
え
る
と
考

え
た
。
大
賞
受
賞
に
つ
い
て
「
素
直

に
う
れ
し
い
。
来
年
か
ら
群
馬
で
本

格
的
に
活
動
し
た
か
っ
た
の
で
、
い

い
き
っ
か
け
に
な
る
」
と
喜
ん
だ
。

本
社
は
東
京
だ
が
、
キ
ャ
ッ
サ
バ

イ
モ
が
生
産
さ
れ
て
養
蚕
文
化
が
根

付
く
群
馬
で
の
実
証
実
験
に
合
わ
せ

て
明
和
町
で
暮
ら
し
て
い
る
。
「
ま

ず
は
群
馬
で
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
こ

の
１
〜
２
年
で
年
間
３
㌧
の
蚕
を
つ

く
る
。
い
ず
れ
世
界
に
展
開
し
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

ビジネスプラン部門 大学生・専門学生の部 入賞

中央農業大学校２年

加藤 貨代さん
た か よ

関
東
経
済
産
業
局
の
太
田
雄
彦
局
長

左

か
ら

表
彰
を
受
け
る
加
藤
さ
ん

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
、
鋭
い
と
げ
が
あ
る
キ
イ

チ
ゴ
の
一
種
、
ボ
イ
セ
ン
ベ
リ

ー
の
苗
を
農
家
に
提
供
し
、
そ

れ
を
使
っ
た
垣
根
を
畑
な
ど
に

設
置
。
果
実
を
活
用
し
た
加
工

品
販
売
を
展
開
す
る
事
業
を
提

案
し
た
。

本
年
度
の
農
林
水
産
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
農
作
物
の
鳥
獣

被
害
額
は
１
６
１
億
円
に
上

る
。
自
身
の
畑
も
毎
年
被
害
に

遭
っ
て
い
た
が
、
偶
然
繁
殖
し

た
ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー
に
よ
っ
て

被
害
が
な
く
な
り
、
今
回
の
事

業
を
発
案
し
た
。

ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー
は
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど

多
く
の
栄
養
素
も
含
む
。
近
年

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
生
食
で

は
日
持
ち
せ
ず
収
穫
期
間
も
短

い
た
め
、
生
産
量
が
少
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
苗

と
、
垣
根
を
作
る
た
め
の
資
材

を
無
償
で
農
家
に
提
供
。
収
穫

し
た
果
実
を
買
い
取
り
、
ジ
ャ

ム
や
製
菓
に
加
工
し
て
販
売

し
、
未
開
拓
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

の
進
出
を
狙
う
。

神
奈
川
県
で
小
料
理
店
を
営

ん
で
い
た
が
、
就
農
を
目
指
し

て
同
校
に
入
学
し
た
。
「
学
校

の
支
援
で
受
賞
で
き
た
。
感
謝

し
か
な
い
」
と
喜
ん
だ
。
ボ
イ

セ
ン
ベ
リ
ー
の
垣
根
は
特
許
出

願
中
。
「
耕
作
放
棄
地
を
有
効

活
用
し
て
鳥
獣
被
害
対
策
を
進

め
、日
本
の
農
家
を
守
り
た
い
」

と
先
を
見
据
え
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に

ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー

節目の第 回を迎えた起業家発掘プロジェクト「群馬イノ

ベーションアワード（ ）2022」（上毛新聞社主催、田

中仁財団共催）は４日、ファイナルステージに 組が出場し

てビジネスプランを競った。県内４高校のダンス部員約100

人は迫力のパフォーマンスを披露。 年を記念したパネルデ

ィスカッションでは、国内を代表する経営者である実行委員

５人が、起業の意義や魅力を熱く語った。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト

歴
代
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
や

協
賛
社
が
出
展
す
る
群
馬
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
会
場
入
り
口
近

く
に

ブ
ー
ス
が
並
び
、
最

新
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
た
。

新
鮮
な
野
菜
や
斬
新
な
発

想
で
作
ら
れ
た
菓
子
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
。
前
橋
市
内
で

生
産
さ
れ
た
蜂
蜜
の
試
食
や

骨
の
健
康
状
態
を
測
定
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少

数
者
や
障
害
者
の
支
援
に
取

り
組
む
団
体
も
多
く
出
展
。

群
馬
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
（
同
市
）

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
企
業
の
協

働
事
例
を
紹
介
し
た
。
担
当

者
は
「
社
会
課
題
に
関
心
を

寄
せ
る
企
業
が
多
く
来
て
い

る
会
場
で
、
新
た
な
協
働
を

生
み
出
す
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

３年ぶりの開催でにぎわった群馬

イノベーションマーケット

歴代ファイナリストや協賛社出展

ブース にぎわう

協賛企業やＧＩＡ歴代ファイナリストらが

懇親した交流会
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交
流
会

表
彰
式
後
に
開
か
れ
た

交
流
会
に
は
、

組
の
出

場
者
を
は
じ
め
、
審
査
委

員
や
企
業
・
行
政
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
懇
親
を
深

め
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
上

毛
新
聞
社
の
内
山
充
社
長

・
主
筆
が
あ
い
さ
つ
。
起

業
家
が
自
身
の
原
点
を
大

切
に
し
て
い
る
と
い
う
話

に
胸
を
打
た
れ
た
と
語
り

「
上
毛
新
聞
社
は
、
社
会

貢
献
や
課
題
解
決
模
索
型

報
道
を
掲
げ
て
い
る
が
、

原
点
は
わ
く
わ
く
や
ド
キ

ド
キ
を
体
験
す
る
こ
と
。

も
っ
と
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
新
聞
社
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

実
行
委
員
の
５
人
も
登

壇
。
委
員
長
を
務
め
た
ジ

ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
田
中
仁
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「

回
目
を
迎
え
、
学
生
の
参

加
が
増
え
て
き
た
。
次
回

の
ア
ワ
ー
ド
で
は
、
学
生

に
火
が
付
い
た
も
の
を
ど

う
次
の
時
代
に
つ
な
い
で

い
け
る
か
考
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

上
毛
新
聞
社

内
山
社
長
あ
い
さ
つ

起
業
家

原
点
大
切
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
勢
ぞ
ろ
い
す
る
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
た
ち

(令和４年)（１１） (令和４年)（１１）
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世
界
的
な
人
口
増
加
で
食
肉
な

ど
の
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
新

た
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
注
目
さ

れ
る
食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
有
用
性
を

力
説
し
た
。

自
動
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や

食
品
メ
ー
カ
ー
と
の
協
業
に
よ
る

品
質
規
格
の
整
備
に
よ
り
、
コ
オ

ロ
ギ
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
供
給
で

き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
。

「
タ
ン
パ
ク
質
に
困
ら
な
い
社
会

を
実
現
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

「
ア
イ
デ
ア
先
行
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
地
に
足
を
付
け
て
事

業
拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

を
見
据
え
た
。

桜井 蓮さん

ネ
ギ
の
安
定
生
産
を
支
援
す
る

成
育
予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
｜
ｓ

ｔ
ａ
ｔ
」
を
発
表
し
た
。

品
種
情
報
や
気
象
、
栽
培
実
績

と
い
っ
た
統
計
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
が
効

率
的
な
生
産
計
画
を
作
成
。
生
産

者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
出
荷
量

の
安
定
化
を
後
押
し
で
き
る
と
強

調
し
た
。
実
証
実
験
で
は
、
生
産

日
数
が
約
２
５
０
％
向
上
し
た
と

い
う
。

「
ま
ず
は
前
橋
東
部
地
区
で
実

践
し
て
い
く
。
い
ず
れ
は
前
橋
、

群
馬
か
ら
世
界
に
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
展
望
し
た
。

彩園なかや 中屋 智博さん

乳
幼
児
を
育
て
る
母
親
向
け

に
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
型
の
飲
食

店
を
提
案
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

時
、
育
児
と
家
事
に
追
わ
れ
た
経

験
か
ら
考
案
し
た
。

全
メ
ニ
ュ
ー
を
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
で
購
入
で
き
る
。
料
理
に
は
県

産
食
材
を
使
い
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
。

容
器
は
使
い
回
し
可
能
な
デ
ポ
ジ

ッ
ト
式
を
取
り
入
れ
る
。

子
育
て
中
の
母
親
の
心
に
ゆ
と

り
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
指
す
。

「
入
賞
は
逃
し
た
け
ど
、
こ
れ
を

ば
ね
に
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
前

を
見
据
え
た
。

ＩＮＯＳ代表 小阿瀬 夏子さん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空

間
で
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活

用
し
相
性
の
良
い
人
と
出
会
え
る

「
マ
ッ
チ
ン
グ
メ
タ
バ
ー
ス
」
を

提
案
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
人

と
つ
な
が
れ
る
時
代
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
平
均
で
４
人
に
１
人
は
親

友
が
い
な
い
現
状
に
衝
撃
を
受

け
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を

作
り
た
い
と
考
え
た
。

Ａ
Ｉ
が
価
値
観
や
行
動
な
ど
五

つ
の
基
準
で
相
性
を
判
断
し
、
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
。松
前
さ
ん
は「
プ

ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
突
き

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。

みらい・わたし研究所 松前 博恵さん

や
る
気
や
能
力
が
あ
る
の
に
人

前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
、
強
み

を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
人
は
多

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想

空
間
で
展
開
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
サ

ロ
ン
で
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が

活
躍
で
き
る
場
を
創
出
す
る
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ス
ク
ー
ル

な
ど
各
分
野
の
専
門
家
を
配
置
。

自
身
の
分
身
「
ア
バ
タ
ー
」
に
よ

り
時
間
や
空
間
、
年
齢
に
関
わ
ら

ず
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
「
リ
ア

ル
で
な
く
て
も
生
き
が
い
が
持
て

る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
」

と
強
調
。
「
ナ
ラ
バ
ー
ス
」
の
世

界
発
信
を
目
指
す
。

フリーアナウンサー 奈良 のりえさん

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
２
０
５

０
年
に
は
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
地
が

半
減
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
。

輸
入
に
頼
ら
な
い
高
崎
産
コ
ー
ヒ

ー
の
可
能
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
製
造
販
売
の
大
和
屋

と
農
産
物
生
産
販
売
の
フ
ァ
ー

ム
ド
ゥ
、
障
害
者
を
支
援
す
る
お

も
つ
な
の
３
社
が
協
同
。
低
価
格

で
高
品
質
な
コ
ー
ヒ
ー
を
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
、
遊
休
農
地
の

活
用
や
障
害
者
雇
用
に
も
つ
な
げ

る
。「

コ
ー
ヒ
ー
文
化
を
次
世
代
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
使
命
だ
」
と
訴

え
た
。

大和屋 平湯 聡さん

一
般
の
部

「
仲
の
良
い
韓
国
人
が
ア
パ
ー

ト
に
引
っ
越
す
時
に
手
続
き
が
大

変
だ
っ
た
」
。
こ
の
経
験
か
ら
、

外
国
人
留
学
生
専
用
の
家
賃
保
証

サ
ー
ビ
ス
を
考
案
し
た
。

留
学
生
は
必
要
な
保
証
人
を
得

に
く
く
、
物
件
の
選
択
肢
が
少
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
日
本
で

就
職
を
目
指
す
留
学
生
に
対
し

て
提
供
。
返
済
が
難
し
く
な
っ
た

場
合
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
案
内
す

る
。「

留
学
生
に
対
す
る
偏
見
も
あ

る
。
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
当
た

り
前
に
物
件
を
契
約
で
き
る
社
会

に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

慶応大２年 渡辺 光祐さん

ラ
イ
ブ
配
信
を
通
じ
て
、
従
来

の
固
定
化
さ
れ
た
採
用
活
動
に
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

「
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
＠
Ｍ
Ｅ
」
の
事
業
展

開
を
提
案
し
た
。

学
生
は
自
分
の
好
き
な
時
間
に

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。
企
業
は
そ
の

様
子
を
見
て
匿
名
で
質
問
や
コ
メ

ン
ト
を
送
る
仕
組
み
。
企
業
側
は

学
生
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
入
社
後
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
の
解
消
に
つ
な
げ
る
。

「
型
に
は
ま
っ
た
就
活
を
変
え
、

お
互
い
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
え

る
場
を
生
み
出
し
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

共愛学園前橋国際大３年 佐藤 陽菜さん

本
県
の
高
校
生
の
自
転
車
事
故
数

が
８
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、
昨
年
度
か

ら
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
開
発
を
進

め
る
。
乾
電
池
が
動
力
源
の
自
動
車

レ
ー
ス
で
、
全
国
２
位
の
実
績
を
持

つ
自
動
車
研
究
部
の
メ
ン
バ
ー
の
知

見
も
生
か
し
た
。
研
究
を
重
ね
、
走

行
可
能
距
離
や
強
度
を
向
上
。
事
故

多
発
箇
所
で
速
度
を
抑
制
す
る
機
能

も
付
け
た
。

「
発
表
で
は
力
を
出
し
切
れ
た
。

飲
食
店
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
な
ど
可
能
性
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

渋川工業高３年 小林 花
か

笑
え

さん 相馬 大輝さん

伊勢崎四ツ葉学園
中等教育学校５年 蟻川 宙

そら

生
き

さん

関
心
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
探

求
す
る
授
業
で
、
農
業
や
農
地
か

ら
大
量
に
排
出
さ
れ
、
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ

）
の
約
３
０
０
倍
強
力

な
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
す
る
亜

酸
化
窒
素
に
着
目
し
た
。
前
橋
工

科
大
や
東
北
大
大
学
院
と
連
携
し

な
が
ら
、
マ
メ
科
の
植
物
か
ら
採

取
で
き
、
亜
酸
化
窒
素
を
除
去
す

る
根
粒
菌
を
使
っ
た
空
気
清
浄
機

を
企
画
し
た
。

「
Ｃ

の
削
減
だ
け
で
は
温
暖

化
は
防
げ
な
い
」
と
訴
え
る
。
今

後
も
新
た
な
製
品
の
開
発
を
続

け
、
社
会
貢
献
し
て
い
き
た
い
考

え
だ
。

妊
産
婦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
ホ
テ
ル
の
空
室
を
利
用
し
た

「
産
後
ケ
ア
ホ
テ
ル
」
を
提
案
し

た
。
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
る
「
切

れ
目
な
い
支
援
」
の
実
現
を
目
指

す
。妊

産
婦
の
一
番
の
死
因
は
産
後

う
つ
に
よ
る
自
殺
で
、
産
後
は
３

割
の
女
性
に
う
つ
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
妊
産
期
か
ら
産
後
、
子
育

て
ま
で
支
援
し
、
産
後
う
つ
や
虐

待
の
件
数
を
減
ら
す
こ
と
が
目
標

だ
。
宮
川
さ
ん
は
「
行
政
に
で
き

な
い
こ
と
を
民
間
が
で
き
れ
ば
、

多
く
の
母
親
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
意
気
込
む
。

株式会社 宮川 莉奈さん
高
校
生
の
部

大
学
生
・
専
門
学
校
生
の
部
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エントリー10倍に

田中氏以外の登壇者は、コシ

ダカホールディングス社長の腰

高博氏、相模屋食料社長の鳥越

淳司氏、オープンハウスグルー

プ社長の荒井正昭氏、セガサミ

ーホールディングスグループＣ

ＥＯの里見治紀氏。

回目を迎えたＧＩＡを巡

り、鳥越氏は「最初はここまで

大きくなるとは思っていなかっ

た。やってきて本当によかった」

と振り返った。里見氏は「東京

や大阪でなく、群馬で成功して

いる人がこんなにいる。起業家

に勇気を与える起爆剤になって

いる」とし、田中氏は「 年で

エントリー数が 倍に伸びた。

ＧＩＡをきっかけに起業熱を持

った人は多く、地域に貢献でき

ていることは（開業数などの）

データからも分かる」と自負し

た。

「起業家を増やすにはどうし

たらいいか」というテーマには、

腰高氏が「日本が 年、 年と

停滞する中で、若い人に夢を持

たせることが重要。成功事例を

もっと知ってもらいたい」と指

摘した。里見氏は「同調圧力に

屈しない人は貴重。リスクを取

っていく文化を、どうやってみ

んなで醸成していくのかという

チャンスつかんで

話」と語った。

ビジネスの醍醐味について鳥

越氏は「それまで批判していた

人たちが『最初からできると思

っていた』と、ころっと変わる

瞬間がある。見返したいという

気持ちがモチベーションにつな

がる」と説明し、荒井氏は「社

長を 年やっているが、最初は

役所や銀行で窓口の人にしか会

えなかったのが（会社の成長に

伴い）偉い人と会えるようにな

り、偉い人も偉くない人も実は

大差ないと気付けた。これが一

番面白かった」と語った。

会場からの質問で、米ツイッ

ター社を買収後、従業員に厳し

い労働条件を突きつけているイ

ーロン・マスク氏を引き合いに

ワークライフバランスについて

問われると、腰高氏は「答えは

決まっている。 代後半の人に

は有効な概念かも知れないが、

若い人が最初から（ワークライ

フバランスを）求めるのはいか

がなものか。大切なのは自分の

興味を深掘りすることだ」と指

摘。荒井氏も「勉強でもスポー

ツでも、努力を積み重ねた人が

成功する」と答えた。

日本の若者の内向き志向につ

いては里見氏が「ダイバーシテ

ィ（多様性）の良さを実感でき

ていない人が多い。これは海外

に出て行って自分で体験してみ

るしかない」。一方で鳥越氏は

「日本人は『ＳＤＧｓ』という

言葉ができるずっと前からプラ

ントベース 植物由来 の食品を

食べてきた。海外に迎合し過ぎ

ないことも大切だ」と指摘した。

里見氏はコロナ禍を踏まえ、

「病原菌は世界を大きく変えて

きた。デジタルシフトは若い人

にとってチャンスで、どうやっ

てつかむか考えてほしい」と強

調。田中氏は「若い人の人生の

選択肢の一つに起業を加えてほ

しい。ぜひこのステージに次世

代の人たちに上がってきてほし

い」とエールを送った。

表彰式を前に、実行委員５人によるパネルディスカ

ッション「今、起業家が必要な理由」が開かれた。田

中仁実行委員長 ジンズホールディングスＣＥＯ をは

じめ、第一線で活躍する起業家や経営者がビジネスの

醍
だい

醐
ご

味
み

やワークライフバランスをテーマに持論を展

開。次代を担う若き起業家の登場に期待を込めた。

セガサミーＨＤ
グループＣＥＯ

里見 治紀氏

ジンズＨＤＣＥＯ

田中 仁氏

コシダカＨＤ社長

腰高 博氏

オープンハウス
グループ社長

荒井 正昭氏

相模屋食料社長

鳥越 淳司氏

起業を人生の選択肢に

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

審査委員長

国領 二郎氏
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総

評

若
い
力
に
期
待

関
東
経
済
産
業
局
長
賞
に
輝

い
た
、
中
央
農
業
大
学
校
の
加

藤
貨
代
さ
ん
の
若
い
力
に
期
待

し
て
い
る
。
優
れ
た
技
術
だ
と

い
う
こ
と
は
今
後
の
活
躍
で
証

明
さ
れ
る
。
何
が
あ
っ
て
も
し

が
み
つ
い
て
乗
り
越
え
て
ほ
し

い
と
思
う
。

成
功
を
つ
か
む
た
め
に
は
、

や
る
気
と
成
功
す
る
ま
で
努
力

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
挑
戦
す

る
上
で
大
変
な
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

関東経済産業局長

太田 雄彦氏

食
の
課
題
解
決
に
光

５
２
２
件
の
エ
ン
ト
リ
ー
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト

組
に
は
、
胸
を
張
っ
て

も
ら
い
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
群
馬
の
皆
さ

ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

今
年
は
仮
想
空
間
「
メ
タ
バ

ー
ス
」
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
、

環
境
と
経
済
の
好
循
を
創
出
す

る
「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｇ
Ｉ
）
」
な
ど
、
社
会
課

題
の
解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
た
。

群
馬
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ

る
蚕
を
食
資
源
と
し
て
活
用
し

た
エ
リ
ー
の
梶
栗
隆
弘
さ
ん
が

大
賞
に
選
ば
れ
た
。
食
に
新
し

い
風
を
吹
か
せ
、
タ
ン
パ
ク
質

不
足
と
い
う
課
題
の
解
決
に
光

を
見
い
だ
し
て
い
く
姿
勢
が
評

価
さ
れ
た
。

新
し
い
力
で
群
馬
に
、
そ
し

て
日
本
に
活
力
を
吹
き
込
ん
で

い
き
た
い
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
議
論
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
具
体
的
に
形
に
し

て
い
く
こ
と
を
、
発
表
者
や
会

場
に
い
る
全
て
の
皆
さ
ん
と
進

め
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

華
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ス
テ
ー
ジ
上
に
勢
ぞ
ろ
い
す
る

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
審
査
員
ら

ステージを盛り上げた安中総合学園高 健大高崎高 高崎工業高

樹徳高の４校によるダンスコラボパフォーマンス

来場者に 回目の記念

冊子が配布された

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
発

表
後
、
県
内
４
高
校
の
ダ

ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
安
中
総
合
学
園
、

健
大
高
崎
、
高
崎
工
業
、

樹
徳
の
１
〜
３
年
生
計
約

１
０
０
人
が
、
合
同
ダ
ン

ス
な
ど
合
わ
せ
て
６
演
目

を
披
露
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
「
魂
窑
（
ソ

ウ
ル
）
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
ダ
ン
ス
。
生
徒
た
ち
は

窑
台
の
下
ま
で
ず
ら
り
と

並
び
、
激
し
い
踊
り
で
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
応
援
す

る
気
持
ち
を
表
現
し
た
。

そ
の
後
は
各
校
が
個
別

の
演
目
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
前
面
に
出
し
た
。
最

後
は
再
び
合
同
ダ
ン
ス
で

締
め
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

合
同
ダ
ン
ス
は
各
校
で

練
習
し
、
本
番
前
日
に
全

体
で
合
わ
せ
た
。
総
合
演

出
を
手
が
け
た
安
中
総
合

学
園
ダ
ン
ス
部
顧
問
の
青

木
一
由
さ
ん

は
「
少

な
い
練
習
の
中
で
各
校
が

頑
張
っ
た
。
高
校
生
ら
し

い
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
演

技
で
青
春
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

同
校
部
長
の
山
本
み
の

り
さ
ん
（
２
年
）
は
「
窑

台
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

４
校
で
力
を
合
わ
せ
て
き

た
。
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
見
せ
た
い
」
と
自
信

を
持
っ
て
元
気
な
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
。

第

回
記
念

冊
子
を
配
布

次
代
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

若
者
の
さ
ら
な
る
起
業

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

そ
う
と
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
実
行
委

員
会
は

回
目
の
節
目
を

記
念
す
る
特
別
冊
子
を
作

成
し
、会
場
で
配
布
し
た
。

次
代
を
担
う
若
者
に
向

け
、
多
く
の
起
業
家
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。

「
チ
ー
ム
Ｇ
Ｉ
Ａ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ

ー
」
と
題
し
、
実
行
委
員

や
特
別
協
賛
社
に
よ
る
起

業
志
望
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
載
せ
た
。
早
稲
田
大

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
長

谷
川
博
和
教
授
や
、
電
通

事
業
共
創
局
の
山
田
修
康

氏
に
よ
る
起
業
の
基
礎
講

座
も
収
録
す
る
。

過
去
９
回
の
大
賞
受
賞

者
や
入
賞
者
を
紹
介
す
る

Ｇ
Ｉ
Ａ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
も

掲
載
。

組
の
エ
ン
ト
リ

ー
だ
っ
た
第
１
回
か
ら
、

総
計
５
４
８
組
ま
で
挑
戦

者
が
増
え
た
前
回
ま
で
の

軌
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。

電
子
版
も
作
成
し
、
Ｇ
Ｉ

Ａ
の
公
式
サ
イ
ト
内
で
掲

載
す
る
予
定
。
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高崎頼政太鼓の迫力ある演奏で開幕したファイナルステージ

高
崎
頼
政
太
鼓

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
２
０
１
７
年
以

来
５
年
ぶ
り
に
高
崎
頼
政
太

鼓
が
務
め
た
。

人
の
メ
ン

バ
ー
が
力
強
い
演
奏
を
披
露

し
、
照
明
の
彩
り
を
加
え
た

迫
力
あ
る
演
出
で

度
目
の

イ
ベ
ン
ト
開
幕
を
飾
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
を
組

み
合
わ
せ
、
終
盤
に
向
け
て

盛
り
上
が
る
構
成
で
会
場
の

熱
気
を
高
め
た
。
中
沢
君
行

会
長

は
「
ま
た
こ
の
場

所
に
帰
っ
て
き
た
。
気
合
を

入
れ
て
頑
張
り
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
た
。

同
太
鼓
は
１
９
７
６
年
、

高
崎
市
宮
元
町
の
住
民
ら
で

結
成
し
た
。
毎
週
練
習
を
積

み
、
地
元
の
祭
り
や
行
事
な

ど
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

迫力の演奏開幕飾る

100人合同ダンスで応援 県内４高校

(令和４年)(１３) (令和４年) (１２)(令和４年)(１３) (令和４年) (１２)


